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　 ご質 問 の 内容 は 技術的 な 問 題 が 多分 に 含 ま れ て Jrtb

ます の で
， 別室で 詳細に亘 りお 話中し上げた い と存 じま

す．

　 127．産婦 人 科単領域 に お け る Scan 　Converter の

応 用

　　　 （慶応大）

　　　　　　○諸橋　　侃，山 中　
一

男，川 田　磨 弘

　　　　　　　 （三栄測器）深 田　壮か ， 奥村　槙氾
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　絡言．Scan　C 。nvertcr は ，
二 次元 画 像 を信号変換型蓄

積管 に電荷像と して 記隠し ， TV 信 号 に 変換す る もの で

ある．

　 1．　研究 目自：J．Scan　Converter　l・よ，　 i看信1云ll系 〔矛旺用 さ

れ は じめ て い る．我 々 は ，産婦人科学鉱城 に 本払 を 初め

て 導 入 し，治療 ，研究 ，激育 に 応用を 試 み た ．

　2．研究方法．Scan　 Converter は ，　 Scan　 C ・ nversion

Mernory，　 Mode1639 （Hughes 製） を使用 した． こ れ

を ，超音波 トモ グ ラ フ UC − 10τB 型 （二 栄 製），VTR ：

EV − 35X （Sony 製）な ど と塾紅 し ， 分析 ， 怯討耄 加

えた ．

　3 ．研究成績 ，超音波診断法 （断層 t2k，　 UCG ，　 Dopple

法），X 線診断法 （X 線 TV ），
monitoring

， （1℃ U
，　ICU ，

CCU ），そ の 他 （Syntigraphy，　 Thermography ） 洗 ￥
”
　Hi　i微

鏡 ， 電子 顕微鏡）に つ い て 応用 の 可 能性倹討 し ， （1）

TV 像 へ の走査裂換 （観測，合成 ，録画），（2） 直晴調

性像 の 長時間記憶 （大型 TV 蓄積表示 ），（3） i事記 慝，

部分拡大 （同時断層法 ， 時闘軸払大），（4）　画仰 の 加竺

（信号対雑音比 の 改善），（5）　都分拓去 （編集，波形 の

特殊表示） （6） そ の 他 （1ight−pe飛 な よ る ’謎 み ） な

どが 可能で あ る こ とが分つ た．

　結語 ， 我 々 は Scan　C・ nver 虻er を皰；用す ≧9 こ とに 」∴ ・

て
， 産婦人科学領域 ｝こお け る 各 琶 の 情恨 を TV イ1 ノ

ヒ
に 変

換す る こ とに 成功した．特に ，超音波断屑．」、に 士
．幽
い て 　

’

音波強度を従米よ りも 1桁 L げ る こ と／ 出末 こ こ と帳 こム

義がある こ と と思 わ れ る，な お
，

こ の よ うに 産婦人科学

領域 に お け る 各種 の 情値 を TV 肯、号 化 す る こ とは 極 め て

興味ある テ
ーマ と考 え られ る の で ，今後共，険 1，寸を Lめ

て 行ぎた い ，

　T28．羊水中微量元 累測定 と胎 児 胎盤 系興能

　　　　　　　 （昭 和大）Q 可 児　和芙，本 多　　11
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　近 年，羊水 が 胎 児成 事刃芝 旨tA’天 凡 覧の fタ 血 ＿昌
一
Fな

情報源と して 採取 され分析 さ
1

る よ う1
．
．．状 二・我 々 は

．
糊 （中 各種 兀 右 の うち Na，　Ca，　 K ，　 Mg ，　 P 濃度 を 測 定

し，そ の 妊 娠 月 数に よる突動 ， 異常妊娠 で の そ の 値の 変

化 に っ い て 検 r匪な行 な い ，胎児胎盤系機能検査の助け と

し うる か ど う払 ．つ い て 追求 した ．な お ，同 訊料で ク レ

ア チ ニソ に っ い て も定赦をftr．k つ た．

　妊娠 7 ヵ 月〜王O ヵ 月の 正常妊飯 35例，異 II亨好 娠 5 例 の

、．1』40例を刈象 と し ，￥己水 試料 を経腹壁穿刺 また は 胎胞穿

刺に よ り採取 した．副疋 ば Na
，
　 Ca

，
　K

，
　 Mg 　lcつ い て は

IJ　 r吸光分光分析法を用 い ，　 P は Goldenbcrg 法 ，ク レ

ア チ J・ン ぽ Folin−Wu 法を 用 い た ．

　測 走 ド果 と して ，Na で は 妊娠経過 に ともない 減少

し，羊水 1量多症例 で は 「雨値を示 した．K で は 妊娠経過 に

ntい 減 少 す る 傾白が あ り， 妊 娠中万｝庁 例 で 増加 した．

Mg で は 妊 娠月数 に よる 変鋤 は il忍め られ た が ， 経過 に よ

る
・．
走 の 変 f！ノは み

白

れ な か つ た ．妊娠中毒症例 ，羊水過

te　r［例 で は 昌る し くi値 で あっ た．　 Ca で は妊娠経過 に

正 い J勸 1［す る憤 r廿　！め られ ，キ 水 過多症例 ， 妊 に 中lfi

定例て ば 副 直 v 　lkしl！J。　 P て は 妊 動贐 過 に よ る 変動 は み

丿 れなか っ た ．妊娠巾 母 猛 で は 1例 の み 高値を 小 した ．

ク レ ァ チ ＝7 で
「
は妊妨ご経過 に 従い 増加傾向が 認 螺） られ ，

1水過 紬 岡，妊娠 ＃，』症例 で は 高値 を 示 した ．

　
ヒ
察 と して ，妊 娠月数に よ る 変動，異常妊娠 で の 高値

ヂ 各種 元末 に 認め られ，Na．で は ク レ ア チ ニ ン との 相［kl

が 罔 か つ た，こ う L、た二羊水 中元薫 の 変動 が 揖体血 硝中の

優動や 胎児 瑤育と どの 様にメJlbし て い る か は今後検討し

な く
』
て ｝よな レ　」IL・ゐ：，女f 辰月数 σ，」曽力i1ミこ f「う月台盤機倉旨，

羊水 機能 ，胎
旧
発育を 医1連 さ せ る 出来 湃 と し ，胎 児胎 盤

系 Ek　it十］壱の
・一

っ と し て 役立 っ 可能性 が 示 された と考え

る．

　 129．RadioirrTamunoassay 　kit 【こよ る HPL 測定 の

胎盤 機能診 断 価値 に つ い て

　　　 （左gk 浜 1「∫玉L 丿く）
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　 州 」i ： 人 胎 懿 フ ク ト
ーヶ

’
ン （HPL ） は ，胎盤 の 絨 も

阻 織 に て 特＿杓 に 良 生 さ ｝し，そ の 妊婦 血 中濃度 の 測だ は

，胎 盤 機能 を 知 る 上で の 有力な指標 とな る とい わ れ て い

る．今匡1，私 共 は Radioimmunoassay 　kit に よ る HPL

の 簡易 測 定 を 仔 な い ，更、こ は 尿 中 Et，1血清酵素活 性 値

（HSAP ，CAP ）を同時に 測定 し，相 互 の 相閨 の も

とに HP 上 の 胎盤機能検査法 と し て の 診 断 価値 に つ い て

の 檢討を行 tつ 广 、

　 t 験 ノブJi：RIA 　kit は ，　 Hoecst 社にの Radioirnmnn 一

N 工工
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